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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,76 45,76 +0,00 45,99 -0,23

USD / BRL Spot BRL 2,2276 2,2276 +0,0000 2,2069 +0,0207

USD / JPY Spot JPY 101,93 101,94 +0,01 101,50 +0,44

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 55.203 55.203 +0 53.353 +1.850

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 137,7 137,7 +0,0 150,3 -12,6

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 12,11 -0,38

DI Future Jul15（金利先物） % 10,97 10,97 +0,00 11,40 -0,43

3 Months US Dollar Libor % 0,231 0,230 -0,001 0,227 +0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 309,4 311,7 +2,3 306,8 +4,9

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 6月18日

１８日のドルレアル相場はＦＯＭＣが緩和スタンスを維持したことからレアル買戻しとなる展開でした。
朝方は前日に台頭したＦＯＭＣへ警戒が行き過ぎとの見方から前日比レアル高の２．２５台前半を中心に
取引されました。公表されたＦＯＭＣ声明は「資産購入ペースは慎重に落としていく」「低金利は資産購入
終了後も相当期間維持される」と警戒されたタカ派色は殆ど見られなかったためレアルは続伸となり、２．２３
台前半へレアル高が進みました。その後もレアル買い地合いは続き、結局２．２２台後半で引けています。

昨日ＩＢＯＰＥが公表した大統領選に関する世論調査によると、ルセフ大統領の予想得票率は３８％から３９
％へ上昇、ネーベス氏は２２％から２１％へ低下、カンポス氏も１３％から１０％へ低下しました。また、ルセフ
大統領の支持率は４４％のまま変わらず不支持率は５１％から５０％へ低下しています。この調査はルセフ
大統領がＷ杯開会式でブーイングを受けた後の先週１３－１５日に行われていますが、前回の調査がその
１週間前だったことやＷ杯自体へ関心が集中していることもあり殆ど変化はありませんでした。とは言え、
ルセフ大統領の不支持率が支持率を上回る状態は続いており成長浮揚策等の対策が必要と思われます。
Ｗ杯終了後に本格化する選挙戦が注目されます。
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